
中部圏インフラロボットコンソーシアム ワーキング

次 第

日 時：平成３０年 ８月 ３日（金） １３：３０～１５：００

場 所：桜華会館 本館４階 竹の間

司 会：国土交通省 中部地方整備局

企画部 施工企画課長

１．開 会

挨 拶 国土交通省 中部地方整備局 企画部 機械施工管理官

２．活動報告

（１）中部圏インフラ用ロボットコンソーシアムの活動報告について 資料－１

国土交通省 中部地方整備局 企画部 建設専門官

３．ロボット開発に関する国土交通省の取り組みについて

（１）次世代社会インフラ用ロボットの現状について 資料－２

国土交通省 中部地方整備局 企画部 建設専門官

４．事例報告

（１）ダムの水中部施設点検に水中点検ロボット（ＲＯＶ）を使用した事例紹介

画像鮮明化技術を用いた水中点検ＲＯＶについて

パナソニックシステムソリューションズジャパン（株）

５．閉 会

挨 拶 名城大学 理工学部 メカトロニクス工学科 教授 福田 敏男

※会議終了後、会員同士による意見交換（名刺交換会）を開催します。



平成３０年８月３日現在

役員名 組　　　　織 役　　　　職 氏　　名 備　　考

代 表 名城大学　理工学部　メカトロニクス工学科 教授 福田　敏男

副代表 名古屋大学 大学院　工学研究科 教授 中村　　光

運営委員 名城大学　理工学部 教授 大道　武生

運営委員 名古屋大学 大学院　工学研究科 教授 舘石　和雄

運営委員 大同大学　工学部　機械システム工学科 講師 橋口　宏衛

運営委員
あいちロボット産業クラスター推進協議会
（事務局：愛知県産業労働部産業振興課次世代産業室）

産業労働部技監 大野　博

運営委員 （一社）日本建設機械施工協会　中部支部 支部長 所　　輝雄

運営委員 （一社）日本橋梁建設協会　中部事務所 所長 山本　浩司

運営委員
（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会
中部支部

支部長 梅田　勇人

運営委員 中部地方整備局 企画部長 岩田　美幸  

運営委員 中部地方整備局　河川部 河川保全管理官 三浦　彰夫  

運営委員 中部地方整備局　道路部 道路保全企画官 西村　栄司

運営委員 中部地方整備局　中部技術事務所 事務所長 木村　秀治  

中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム　役員名簿



番号 役職等 組織（会社）名 部署 役職 氏名

１ 代 表 名城大学 理工学部　メカトロニクス工学科 教授 福田　敏男

２ 運営委員 名城大学 理工学部 教授 大道　武生

３ 運営委員 大同大学 工学部　機械システム工学科 講師 橋口　宏衛

４ 運営委員 国土交通省 中部地方整備局　河川部 河川保全管理官 三浦　彰夫

５ 運営委員 国土交通省 中部地方整備局　道路部 道路保全企画官 西村　栄司

６ 運営委員 国土交通省 中部地方整備局　中部技術事務所 事務所長 木村　秀治

７ 会員（発表者） パナソニックシステムソリューションズジャパン（株） 公共営業部　公共営業１課 営業部長 荒木　慶二

８ 会員（発表者） パナソニックシステムソリューションズジャパン（株） 公共営業部　公共営業１課 営業課長 小林　健之

９ 会員 三菱電機（株） 中部支社　社会システム部 社会システム第二課長 釘宮　浩司

１０ 会員 パシフィックコンサルタンツ（株） 中部支社　交通基盤事業部 部長 金子　雅明

１１ 会員 （株）小垣江鉄工所 製造部 副部長 吉田　龍明

１２ 会員 （株）日立製作所 社会システム部 部長代理 松下　英樹

１３ 会員 （株）前田製作所 名古屋支店　システムＧ 営業主任 北村　崇

１４ 会員 （株）山辰組 常務取締役 馬渕　剛

１５ 会員 アルゴメデス（株） 代表取締役 坪井　治泰

１６ 会員 中央復建コンサルタンツ（株） 中部支社 理事 髙田　和美

１７ 会員 各務原市役所 都市建設部　道路課 技師 林　慎也

１８ 会員 中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋（株） 技術開発部 副部長 市川　博康

１９ 会員 イーブイ愛知（株） 営業部 岡田　篤典

２０ 会員 松阪鑿泉(株) 代表取締役 由井　恒彦

２１ 会員 （一社）建設コンサルタンツ協会 中部支部　情報部会 ＩＣＴ委員長 北島　寿男

２２ 会員 （株）建設技術研究所 中部支社 支社次長 小畑　耕一

２３ 会員 名工建設（株） 技術部 次長 土井　淳

２４ 会員 日立造船（株） 中部支社 顧問 田中　晴之

２５ 会員 中日本航空（株） 調査測量事業本部　営業部 係長 鵜飼　剛

２６ 事務局 （一社）日本建設機械施工協会 中部支部 事務局長 永江　豊

２７ 事務局 国土交通省 中部地方整備局　企画部 機械施工管理官 瀬古　眞一

２８ 事務局 国土交通省 中部地方整備局　企画部 施工企画課長 岡　智明

２９ 事務局 国土交通省 中部地方整備局　企画部 建設専門官 川口　一彦

３０ 事務局 国土交通省 中部地方整備局　企画部　施工企画課 施工係長 出口　大治

３１ 行政 国土交通省 中部地方整備局　企画部 総括技術検査官 筒井　保博

３２ 行政 国土交通省 中部地方整備局　中部技術事務所 （技）副所長 牛場　久典

３３ 行政 国土交通省 中部地方整備局　中部技術事務所 防災・技術課長 竹原　雅文

３４ 行政 国土交通省 中部地方整備局　木曽川上流河川事務所　管理課 機械係長 下田　貴之

※会員については申込み順で記載。

中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム　ワーキング　出席者名簿



配　席　図

国土交通省 （一社）日本建設機械施工協会 パナソニックシステム パナソニックシステム

中部地方整備局 中部支部 ソリューションズジャパン（株） ソリューションズジャパン（株）

代表
名城大学

事務局 発表者 発表者

運営委員 運営委員
国土交通省 大同大学

中部地方整備局　河川部 工学部　機械システム工学科

河川保全管理官 橋口講師

運営委員
名城大学

理工学部 理工学部　メカトロニクス工学科

大道教授 福田教授

運営委員
国土交通省

中部地方整備局　道路部

道路保全企画官

運営委員
国土交通省

中部地方整備局
中部技術事務所長

事務局

スクリーン

演台

（司会）
演台

パナソニック

水中点検ＲＯＶ

展示



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

中部圏インフラ用ロボット
コンソーシアムの活動報告について

中部地方整備局 企画部

建設専門官 川口 一彦

資料－１

中部地方整備局
中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム 第２回会議以降の取り組み

1

平成28年度 平成29年度 平成30年度

○H29.3.3 第2回会議

○H28.5.29 木曽三川総合水防演習に災害分野ロボットを展示

○H28.5.30 災害分野のロボットに関する説明会を開催

○H28.6.2～3 第４回 中部ライフガードＴＥＣ2016に災害分野ロボットを展示

○H28.7.27 橋梁点検現場見学会を開催

○H29.1.19 水中点検ロボットに関する説明会を開催

○H29.12.15 丸山ダムにおいて水中点検ロボットによる本格調査を実施

○H30.2.23 水中点検ロボット調査報告会（WG）を開催

○H30.5.30 横山ダムにおいて水中点検ロボットによる
本格調査を実施

○H29.5.18～19 第５回 中部ライフガードＴＥＣ2017に災害分野ロボットを展示

○H30.5.17～18 第６回 中部ライフガードＴＥＣ2018に
災害分野ロボットを展示会議・ＷＧ

説 明 会
見 学 会
実 証
展 示

凡 例

○H30.8.3 （WG）を開催



木曽川三川総合水防演習に災害分野ロボットを展示

木曽三川連合総合水防演習展示会場に次世代社会インフラ用ロボット現場検証技術チームおよび
中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム会員による「災害分野ロボット」の展示を行いました。

日時：平成28年5月29日（日）9:00～12:00

場所：サリオパーク祖父江訓練会場内（愛知県稲沢市）

（出展者）
・次世代社会ｲﾝﾌﾗ用ﾛﾎﾞｯﾄ現場検証技術ﾁｰﾑ
・ルーチェサーチ(株)
・中日本航空(株)
・西尾レントール(株)
・(株)山辰組

・中部圏ｲﾝﾌﾗ用ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ会員
・国際航業(株)
・パナソニックシステムネットワークス(株)

徳山事務次官視察

展示状況

中部地方整備局

2

災害分野のロボットに関する説明会を開催

国土交通省が取り組む次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会の現場検証技術のうち、
「災害分野のロボット」についての説明会を実施しました。

日時：平成28年5月30日（月）10:00～12:00
場所：桜華会館 桜花の間
参加者：中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム会員、国交省職員等 約１３０名

１．挨拶 森山企画部長

２．災害分野（調査・復旧）のロボットについて
国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 新田企画調整官

（公共事業企画調整課 大槻課長補佐、中根施工企画係長 同席）

３．現場検証技術概要
・ルーチェサーチ(株)：熊本地震の出動内容
・中日本航空(株)：無人航空機＋レーザスキャナ技術
・西尾レントール(株)：重機搭載用調査機械技術
・(株)山辰組：サイフォン排水技術、運転切替え技術
・(株)日立製作所：トンネル走行調査車技術

ルーチェサーチ(株)

渡辺氏
中日本航空(株)

國枝氏
西尾連トール(株)

市側氏

(株)山辰組

馬渕氏
(株)日立製作所

谷村氏

森山企画部長

新田企画調整官

会場風景

中部地方整備局
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中部ライフガードＴＥＣに災害分野ロボットを展示

中部ライフガードＴＥＣ2016に中部圏インフラ用ロボットコンソーシアムコーナーを出展し、会員企業

が開発に取り組む「災害分野ロボット技術」の展示を行いました。また、屋外では、熊本地震に派遣
した無人化施工ﾊﾞｯｸﾎｳの操作実演を実施しました。

日時：平成28年6月2日（木）～6月3日（金）
場所：ポートメッセなごや
来場者数：２０，０４０人（主催者発表）

出展内容：
・中部技術事務所 無人化施工ﾊﾞｯｸﾎｳ

・中部圏ｲﾝﾌﾗ用ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ会員
【国際航業(株) 】
・御嶽山火山噴火調査パネル
・ドローン技術（土砂回収、組合せ走行技術）

【パナソニックシステムネットワークス(株) 】
・水中探査ロボット
・画像集配信技術
・メガホンヤク

パナソニックシステムネットワークス(株)

国際航業(株)

本コンソーシアム代表
福田名城大教授視察

災害調査ロボットを見学する多数の来場者

中部技術事務所

中部地方整備局

4

橋梁点検業務の説明

橋梁点検現場見学会を開催

中部圏インフラ用ロボットコンソーシアムでは、橋梁点検ロボットを研究開発している機械メーカーを
中心とした会員様に、実際の橋梁点検作業を見学していただき、点検の要領やポイントの確認、参加
者による開発技術についての意見交換会を実施しました。

日時：平成28年7月27日（水）13:30～
場所：安城市和泉高架橋
参加者：４０名

内容：橋梁点検について
①橋梁点検のポイントについて
（道路部 佐藤道路構造保全官）

②現場における橋梁点検手法の実体験
（中央復建コンサルタント（株））

③橋梁点検ロボットの開発状況について
（パナソニック（株））

④参加者による橋梁点検ロボットの意見交換

道路部 佐藤道路構造保全官

開催状況

橋梁点検ロボットの展示と開発状況に関する説明

意見交換

中部地方整備局
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水中点検ロボットに関する説明会を開催

開催日時：平成29年1月19日（木）13：30～16：00

開催場所：中部地方整備局 矢作ダム管理所

・コンソーシアム会員 ・本省職員
・国土技術政策総合研究所職員

三菱電機㈱ ・中部地方整備局職員
㈱前田製作所
㈱NTジオテック中部 (一財)先端建設技術センター
㈱フジヤマ ㈱大林組
徳倉建設㈱ パナソニック㈱
太啓建設㈱
豊国工業㈱
日本建設機械施工協会 中部支社 計 40名

水中点検ﾛﾎﾞｯﾄは、従来潜水士が行っていた水中構造物・機械設備等の点検を安全に水上から遠隔操作で行うため開発
されました。今回各社が開発した水中点検ﾛﾎﾞｯﾄを矢作ﾀﾞﾑの現地フィールドを用いデモンストレーションや展示紹介をしまし
た。また開発メーカーと参加各社とで意見交換をすることで水中ロボットに関する理解を深めることが出来ました。

開催概要

参加者

次世代社会ｲﾝﾌﾗﾛﾎﾞｯﾄ（水中）の現状説明

【展示】パナソニック㈱が開発した水中点検ロボットの紹介

放流設備の点検：画像鮮明化技術
により鮮明化された画像を確認

水中ﾛﾎﾞｯﾄ実機

（一財）先端建設技術ｾﾝﾀｰによる説明

【現場】㈱大林組が開発した水中ﾛﾎﾞｯﾄの現地見学

水中ﾛﾎﾞｯﾄ実機
プロポ、モニターなど

中部地方整備局
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○中部地方整備局では、中部圏インフラ用ロボットコンソーシアムをＨ２７．４に立ち上げ活動しています。
○今回、丸山ダムにおいて全国で初めて水中点検ロボットを導入し放流設備の調査を実施しました。
○当日は、コンソーシアム及び機械技術研究会の会員等、約５０名の参加者で 新技術を見学し意見交換を行いました。
○丸山ダム管理所では今回の調査結果を検証し、水中点検ロボットによる設備調査の効率化・高度化を進めていきます。

■日 時： 平成29年12月5日（火） 13:00～15:00
■開催場所： 丸山ダム
■主 催 者： 中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム、機械技術研究会
■見学会内容

1.主催者挨拶
2.新丸山ダム事業説明
3.水中点検ロボット調査 概要説明
4.ロボット製作メーカーによる概要説明（大林組、パナソニック）
5.調査状況見学
6.意見交換
■参加人数： 参加者約５０名
■マスコミ取材： ＮＨＫ岐阜 （ＮＨＫニュース８４５ 報道）

概 要

ＵＡＶから撮影した開会式の様子

大林組

技術普及チームリーダー
（株）大啓建設 中島氏の

挨拶でスタート
パナソニック

＜全体説明＞

＜新丸山ダム事業説明＞

見学風景
＜点検状況説明＞ ＜点検状況説明＞

＜ロボット操作状況＞ ＜撮影画像＞

丸山ダムにおいて水中点検ロボットによる本格調査を実施
中部地方整備局
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○中部地方整備局では、中部圏インフラ用ロボットコンソーシアムをＨ２７．４に立ち上げ活動しています。
○今回、ロボット開発の各地方整備局の取り組み状況および丸山ダムにおいて全国で初めて実施した水中点検ロボットによる調査
報告を行い、今後のコンソーシアムの活動方針について意見を取り交わしました。
○当コンソーシアムでは平成３０年度の総会開催に向けて引き続き活動を行っていきます。

■日 時： 平成３０年２月２３日（金） 10：00～12:00
■開催場所： 中部地方整備局 ３Ｆ 供用中会議室
■主 催 者： 中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム
１．開催挨拶 山本環境調整官
２． ロボット開発における国土交通本省の取り組み状況について 川口建設専門官
３．丸山ダムの水中部施設点検に水中点検ロボット（ＲＶＯ）を使用した事例紹介

・水中点検ロボットによる点検概要
丸山ダム管理所 角谷係長

・アクアアジャスターによる姿勢制御した水中点検ロボット
株式会社 大林組

・画像鮮明化技術を用いた水中点検ロボット
パナソニックシステムソリューションジャパン株式会社

・見学会参加者のアンケート結果等について
コンソーシアム事務局

４．コンソーシアムの今後の活動及び意見交換について
５．その他

技術開発ワーキング 議事次第

ＵＡＶから撮影した開会式の様子

技術普及チームリーダー
（株）大啓建設 中島氏の

挨拶でスタート

＜全体説明＞

大林組 パナソニック

＜水中点検ロボット＞

パナソニック 大林組

＜丸山ダム管理所から業務説明＞

＜水中点検ロボットによる調査報告＞

＜ワーキング討議風景＞

水中点検ロボット調査報告会（ＷＧ）を開催
中部地方整備局
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○中部地方整備局では、中部圏インフラ用ロボットコンソーシアムをＨ２７．４に立ち上げ活動しています。
○今回、木曽川上流河川事務所の横山ダムにおいて水中点検ロボットを導入し、放流設備の調査を実施しました。
○横山ダムでは、作業員の安全確保及び作業効率の向上を図るために、水中ロボットを活用しました。
○当日は、職員約５０名の参加者で見学会を行いました。

■日 時：平成30年5月30日（水）、31日（木） 両日とも10:00～15:00
■開催場所：横山ダム
■調査概要：コースターゲートの水密ゴム損傷原因調査（水密ゴムと戸当りの接触状況確認）

常時水中部である箇所の点検（放流管内部、オリフィスゲートのスキンプレート等）
■見学会内容

1.水中点検ロボット調査 概要説明
2.ロボット製作メーカーによる概要説明（パナソニック）
3.調査状況見学

■参加人数：約50名
■マスコミ取材：新聞5社（中日、朝日、読売、岐阜、建通）、大垣ケーブルテレビ

概 要

＜調査概要説明＞

見学風景

＜点検状況説明＞＜撮影画像＞

＜貯水池から見た横山ダム＞

【水中ロボット活用理由】

＜作業員（潜水士）の安全確保＞
・水密ゴム損傷原因の調査は、水密ゴムと戸当りの接触状況をゲートを稼働

させて放流管内から確認する。（潜水士による放流管への進入は危険）
＜作業効率の向上＞

・潜水士は作業時間に制約あり（水深１５ｍ程においては２時間/日）
・水中ロボットであれば、ゲート稼働中においても調査の継続が可能

＜調査概要説明＞

＜ロボット操作状況＞

＜ロボット投入状況＞

横山ダムにおいて水中点検ロボットによる本格調査を実施
中部地方整備局
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ダム水中点検ROV
インフラ維持管理サービス

2017/6

●お問い合わせは…

パナソニック
システムソリューションズジャパン株式会社
関西社 SE部 法人システム1課
〒532-0003
大阪府大阪市淀川区宮原1丁目2番33号
Tel. 06-6150-9220

●製品の色は印刷物ですので実際の色と若干異なる場合があります。●表示画面、ランプはハメコミ合成です。
●製品の定格およびデザインは予告なく変更する場合があります。
●実際の製品にはご使用上の注意を表示しているものがあります。

このカタログの記載内容は
2017年6月現在のものです。

パナソニックグループは環境に配慮した製品づくりに取り組んでいます。
●エコ省エネを徹底的に追求した製品をお客様にお届けし、商品使用時のCO2排出量削減を目指します。
●新しい資源の使用量を減らし、使用済みの製品などから回収した再生資源を使用した商品を作り、資源循環を推進します。

このカタログについてのお問い合わせは、
左記にご相談ください。
または、上記連絡先におたずねくだい。

SSJ-JJ2N701

パナソニックの
ダム水中点検ROVと
インフラ維持管理サービスが
ダムの維持管理を革新します。

ダム水中点検ROV / 主な仕様

電源

質量

外形寸法（幅×奥行×高さ）

潜行能力

移動能力

使用時間

使用温度

専用バッテリー

約30㎏（バッテリー込みで約42㎏）

550㎜×620㎜×780㎜

最大深度200m

0m/s～約0.3m/s

約2時間（バッテリーフル充電時）

5℃～40℃

ビューアデータ ★ ★ ★ ★ ★オプション

動画 ● ● ● ● ●オプション

俯瞰図 ● ▲ ▲ ▲ ●オプション

レポート ● ● ● ● ●納品物

俯瞰図作図 ● ▲ ▲ ▲ ●

損傷抽出 ● ー ー ▲ ●

軌跡描画 ● ● ● ▲ ●

画像鮮明化 ● ● ● ● ●解析

点検実施 ● ● ● ▲ ▲点検

作業・納品物 堤体 スクリーン ゲート 減勢工 サージタンク区分

■ インフラ維持管理サービス / メニュー

面積＝750㎡/日（濁度10以下の場合）
個数＝4個/日（～60㎡/個）
門数＝4門/日（～120㎡/門）

堤体：
スクリーン：

ゲート：

* 1日で撮影できる数量の目安 * ▲＝別途お打合せが必要です。
* ★＝ビューアアプリケーション保有のお客様に限ります。
* 俯瞰図（モザイク図）・動画・ビューアデータのご提供は、オプションです。

■ ダム水中点検ROV / 主な仕様

壁面との距離や深度、方向、傾斜などを計測する
各種センサと12基のスラスタによる自律姿勢制
御で、つねに壁面勾配と正対した状態を自動で
キープします。安定した並行移動で、再生時にお
けるブレや揺れのない映像撮影をサポートします。

自動車用の部品（ヘッドライト）の技術を応用し
た「マイクロレンズ技術」により、撮影カメラ画
面全体を一様輝度に均一化を実現します。水中で
の視認性を高めるとともに、点検分析に必要な映
像ステッチングや損傷の抽出の精度を向上します。

■ 均一照明技術

■ 自律制御技術



ROVによる高画質動画撮影

パナソニックの水中ROVは、上下、左右、前後の3
軸で自律制御し、水中でのブレ、揺れを抑えます。
自己位置を推定し、壁面との適正距離を自動的に保
ちながら撮影します。点検当日の水質に合わせて距
離の設定も可能です。また水深や潜水時間等の制約
が少ないので効率的に点検計画が立てられます。

画像鮮明化技術による高い視認性

濁度10程度の環境下における撮影でも、点検作業後
に「階調補正技術」で画像を鮮明化。汚濁によるか
すみや、浮遊物などのノイズを除去し、視認性の高
い鮮明な映像記録を実現します。あわせて明るさ調
整やコントラストを制御することにより損傷箇所の
状態をよりクリアに映し出すことを可能にしました。

損傷自動抽出・キズ自動計測

劣化の兆候を捉え「予防保全」型の管理を実現する
には画像を取得するだけでなく損傷の位置やサイズ
を計測し数値化することが重要です。パナソニック
は独自の画像解析サービスで損傷のサイズを自動計
測し、損傷箇所抽出の効率化が図れます。また、損
傷情報のヒストグラム化を行い、統計的な管理をサ
ポートします。

損傷箇所の俯瞰マップ生成

自己位置センシング技術により、水中ROVの位置を
把握しながら撮影します。連続した動画データを基
にする事で損傷箇所の正確な位置や大きさの把握が
容易となり、経年変化の管理も可能となります。点
検データを俯瞰で確認できるので、これまで難し
かった計画的な補修をサポートします。

点検計画

天候や点検時期等の情報から濁度を推定して点検計
画を策定します。点検計画（点検場所）に応じた点
検経路や時間を計画アプリで作成します。濁度にあ
わせた点検対象物との距離を提示し、操縦時間を点
検計画時間に反映します。

点検実施

ボート操縦者、ROV操縦者の3～4名で乗船。ボート
に機材を積み込み、点検箇所まで運搬します。点検
場所の水面からROVを潜水させ、点検開始。映像は
船上・陸上の両方で確認できます。

点検結果報告・データ管理

センサーとスラスタ情報により撮影位置を把握。得
られた画像情報から損傷を抽出、サイズを測定、そ
の位置を俯瞰マップ化し点検報告書の作成を支援し
ます。また取得した映像・数値データ管理もお任せ
ください。

事前打合せ・現地調査

お客様のご要望をヒヤリングした上で最適な点検計
画を策定いたします。事前打合せでは、点検箇所、
点検対象物、点検目的を明確化し、その点検内容に
即した機材を現地下見に基づき選定・準備します。

堤体・設備の網羅点検と経年変化のモニタリングで劣化兆候把握と設備維持管理を支援します。

パナソニックのソリューションは、点検計画の立案から点検作業・データ管理まで、ワークフロー全体を幅広くサポートします。

コンクリートひび・ハクリ/堤体堆砂/ゲート付近 詰まり/スクリーン異物付着/ゲート付近

Before After Before After Before After

詰まり/放流路呑口

Before After Before After

コンク
リート

点検作業効率を向上

水深や潜水時間の制約が少ない 撮影画像の視認性向上

点検作業後の診断をサポート

損傷箇所の自動抽出 経年変化管理が可能

損傷の情報を数値化 計画的な補修を実現

データ
管理

パナソニックの
ダム水中点検ROV
インフラ維持管理サービス

コンセプト
実現が困難であった広範囲・大深度のダム水
中構造物点検。パナソニックは業界最高水準
のロボティクス・画像解析技術で未点検領域
を可視化。設備の安全・安定運用を支えます。

従来は困難であったダム
水中部の網羅点検と点検
結果の数値データ化によ
り経年変化をモニタリン
グ。お客様の予防保全型
維持管理を支援します。

安全確保

お客様価値

コスト抑制

船上・陸上からの水中
ROV遠隔操作により潜
水作業に伴う減圧症の危
険を無くし、パナソニッ
クの安全管理による点検
作業を実施します。

面積あたりの点検効率向
上と映像処理の高度化を
実現する事で、点検作業
からデータ提供・報告ま
での時間を大幅削減。コ
ンサルティング業務の負
荷低減に貢献します。

点検ポイント
ダム鳥瞰
イメージ

堤体

スクリーン

放流路呑口

ゲート

サージタンク

減勢工

ボート進水・係留場所 陸上班作業場所




